
火災に遭遇したときの避難
方法を確認しよう！！

　毎年火災による死亡事案が発生して
います。火災で亡くなる原因で最も多
いのが「逃げ遅れ」です。外出先で火災
に遭遇したときは、服装や荷物にこだ
わらず、できるだけ早く避難を開始し
ましょう。住宅火災、共同住宅･ビル火
災、地下街火災の避難方法は市■■HP で確
認してください。
■■問　消防本部予防課
(■■TEL 0848-64-5927)

敬老優待乗車証制度
　敬老優待乗車証を提示すると、1回
につき100円で市内を運行する路線バ
スに乗車できます。
■■対　市内に住所がある70歳以上の人
■■用　運転免許証や健康保険証などの本
人確認ができる物
■■申　高齢者福祉課(■■TEL 0848-67-6055 
■■FAX 0848-64-2130)または各支所へ

国民年金の保険料
　 令和6年度の保険料は、月額1万
6,980円です。前払いや口座振替によ
り、割引制度を利用できます。

【学生の納付特例制度】
申請により在学中の納付が猶予されます。
■■申　市民課(市役所本庁1階)、各支所ま
たは三原年金事務所へ
■■用　年金手帳または基礎年金番号通知
書と、学生証または在学証明書
※4月中に日本年金機構からはがきが届
いた人は、そのはがきを返送することで
申請できます。
■■問　市 民 課 ( ■■TEL 0 8 4 8 - 6 7 - 6 0 5 1  
■■FAX 0848-67-6062)

市民活動団体育成事業補助
金の申請団体を募集

　まちづくり活動の第一歩を踏み出す
市民活動団体に補助金を交付します。
■■対　設立後5年以内で、応募要件を満た
す団体

【補助額】上限5万円(1団体につき2回まで)
※応募の手引きと申請書は地域企画課
(市役所本庁4階)、各支所、市■■HP に用意。
■■申　30日(火)までに申請書な
どを地域企画課(■■TEL 0848-
67-6184)へ
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お知らせ、イベント、募集、制度など、生活に関する情報をあつめました。
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の受講生を募集
■■時　5月18日(土)～10月12日(土)の毎週
土曜日13時30分～15時30分(全20回)
■■所　サン･シープラザ4階
■■内　点字やパソコン点訳方法の習得
■■対　初めて点字を学ぶ人で、講座修了後
市内で活動できる人
■■定　10人
■■￥　1,000円(資料代)
■■申　4月30日(火)までにボランティア･
市民活動サポートセンター(■■TEL 0848-
67-9339 ■■FAX 0848-63-0599)へ

2024三原ミスやっさ
オーディション参加者を募集

■■対　次の全てを満たす人
①市内在勤･在学または在住の18歳以
上(高校生は除く)②観光アシスタント
として三原市をPRできる③活動につ
いて勤務先の了承を得ることができる
■■申　19日(金)(必着)までに三原やっさ
祭り■■HP から応募用紙を提出
■■問　三原やっさ祭り実行委員会(商工会
議所内■■TEL 0848-62-6155)

三原だるまを作ろう
■■時　4月29日、5月4日･6日を除く4月
と5月の月･水曜日13時～16時、土曜
日10時～13時
■■所　■■申　■■問　うきしろロビー(城町一丁目
■■TEL ■■FAX 兼用0848-67-
5877)
■■定　各10人
■■￥　面相描き800円、制作
体験1,500円

固定資産税･都市計画税(第1期)
の納期限は30日(火)まで

　納税通知書は4月初旬に発送します。
【縦覧帳簿の縦覧】
評価額を比較することができます。
■■時　30日(火)まで
■■所　資産税課(市役所本庁2階)、各支所
■■用　運転免許証など本人確認書類
※法人の場合は法人から窓口に来る人
への委任状が必要です。

【所有資産の確認を】
　土地や家屋の内容に変更がある場
合、不動産登記の申請が必要です。この
申請や各種申告がされていないことに
より、変更内容が課税に反映されてい
ない場合があります。納税通知書に添
付した土地･家屋課税明細書を確認し
てください。

【償却資産の実地調査に協力を】
■■対　支店･営業所を含む市内の事業者
■■内　資産台帳の提出や現物照合など
※申告誤りなどがある場合、過年度に
さかのぼり修正します。
■■問　資 産 税 課 ( ■■TEL 0848 -67 -6032 
■■FAX 0848-67-5934)

世界自閉症啓発デーにちなみ
本庁舎をブルーライトアップ

　2日(火)は「世界自閉症啓発デー」、2
日(火)～8日(月)は「発達障害啓発週
間」です。自閉スペクトラム症は、社会
性･対人関係の障害や言葉の発達の遅
れなどが特徴的な、発達障害の一つで
す。障害について正しい理解と認識を
深めるため、本庁舎をシンボルカラー
の青色にライトアップします。
■■時　2日(火)～8日(月)19時～22時
■■所　市役所本庁舎
■■問　障害者福祉課(■■TEL 0848-67-6060 
■■FAX 0848-64-2130)

食生活改善推進員養成講座
■■時　6月～12月の全6回
※いずれも10時～15時。
■■所　本郷保健福祉センター
■■内　 食生活を中心とした健康について
の講義と実習
■■対　受講後に食育推進の活動ができる人
■■申　5月24日(金)までに保健
福 祉 課 ( ■■TEL 0 8 4 8 - 6 7 -
6053 )へ

➡市■■HP 

城下町三原てくてくガイド

■■時　4月13日(土)、5月11日(土)10時30
分～12時

【集合場所】うきしろロビー(城町一
丁目)
■■内　 三原城天主台跡や船入やぐらなど
希望する場所を案内
■■問　三原観光協会(■■TEL ■■FAX 兼用0848 -
67-5877)

三原やっさ踊り振興協議会
公開踊り練習

■■時　9日(火)18時30分～19時30分
■■所　ペアシティ三原西館2階
■■問　観 光 課 (■■TEL 0848-67-6014 
■■FAX 0848-64-4103)
※見学･踊りの参加も可能です。
※申込不要。

男性の料理教室

■■時　19日(金)10時～13時
■■所　サン･シープラザ3階
■■対　65歳以上で一人暮らし、または介護
をしている男性
■■定　20人
■■￥　300円
■■申　12日(金)までに社会福祉協議会
(■■TEL 0848-63-0570)へ

まちづクルーチャレンジ
(全5回)

　「まちと関わって何かしたい」「地域
で活躍してみたい」「つながりを増やし
たい」人のチャレンジを応援する講座
です。講師と一緒にワークショップな
どを行います。
■■時　【第1回】5月11日(土)14時～17時

【第2回】6月9日(日)10時～13時
【第3回】7月6日(土)14時～17時
【第4回】8月18日(日)10時～13時
【第5回】9月28日(土)14時～18時
■■所　コワーキングスペースarica(本町一
丁目)
■■対　市内で新しいことにチャレンジした
い人、まちづくり活動に関心のある人
■■定　10人程度
■■申　4月30日(火)までに申込
フォームから、またはまちづ
くり三原 ( ■■TEL 0 8 4 8 - 6 3 -
5538)へ

第2回ママケンサンデー
　ママが健康で元気に過ごすヒントが
盛りだくさんのイベントです。骨密度
の無料測定もあります。
■■時　21日(日)10時～13時
■■所　キオラスクエア ほか
セミナー
｢より軽やかにゆらぎ期を過ごす秘訣
を教えます｣

【 講師 】県立広島大学 助産学専攻科　
教授 宮下 ルリ子さん
■■時　10時30分から
■■所　中央図書館
■■対　女性特有の不調に悩む人
■■申　12日(金)までに申込フォ
ームから、または健康シティ
No.1三原実行委員会事務局
(■■TEL 0848-63-5584)へ

福祉ボランティア体験会
■■時　20日(土)13時30分～15時30分
■■所　サン･シープラザ4階
■■内　点訳･音訳･手話･要約筆記のボラン
ティア活動の紹介、養成講座の説明と
各ボランティアの体験
■■対　点訳･音訳･手話･要約筆記のボラン
ティア活動に関心がある人
■■定　40人
■■申　17日(水)までにボランティア･市民
活動サポートセンター(■■TEL 0848-67-
9339■■FAX 0848-63-0599)へ
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備後圏都市計画区域区分に
関する都市計画の変更素案
の閲覧･公聴会を開催

【閲覧】
■■時　4月16日(火)～5月2日(木)
■■所　 ■■問　 都 市 開 発 課 ( 市 役 所 本 庁 5 階
■■TEL 0848-67-6113)、県都市計画課(広
島市中区■■TEL 082-513-4117)
■■内　備後圏都市計画区域区分(市街化区
域と市街化調整区域)変更素案

【公聴会】
■■時　6月5日(水)14時30分～16時
■■所　広島県民文化センターふくやま(福
山市東桜町)
■■申　■■問　公述を希望する人は、閲覧期間中
に公述申出書を県都市計画課へ
※公述の申し出がない場合は中止。

沼田川クリーンキャンペーン
■■時　14日(日)8時30分～10時30分
■■所　沼田川、御調川、白龍湖周辺
■■内　河川敷などの清掃
■■問　三 原 法 人 会 ( ■■TEL 0 8 4 8 - 6 2 -
0524■■FAX 0848-62-1373)

道路や河川に
異常を見つけたら連絡を

　道路上に空いた穴や倒木などの異常
を、いつでも、どこからでも「道路･河川の
異常通報システム」で通報できます。｢道
路･河川の異常通報システム｣は、市■■HP や
市公式LINEからもアクセスできます。
※利用方法は、｢操作マニュアル｣を確認
してください。
■■問　土木管理課(■■TEL 0848-67-6092)

操作マニュアル➡

➡道路･河川の異常
通報システム
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ジェンダー平等の実現に向けて
　男女間の格差や性別による差別
などのジェンダーに関する多くの
問題について、SDGsでは「ジェン
ダー 平等を実現しよう 」という国
際目標が立てられています。男女
格差を測るジェンダーギャップ指
数2023において、日本は過去最低
の125位でした。女性の経済参画
を進める一つの取り組みとして、

男性の育児休業の取得促進を進め
ていますが、令和4年度の取得率は
女性が80.2%なのに対し、男性が
17.1%と低い状況です。男性の取得
率が向上することで、女性の早期仕
事復帰につながると考えられます。
また、仕事と育児･家事の両立のた
めにも育児休業を積極的に活用し
ましょう。

人権ひろば

男性の育児休業取得
●商工振興課●

今月のテーマ

■■問　商工振興課
(■■TEL 0848-67-6013)

厚生労働省■■HP ➡
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